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合 併 の 経 緯 － 野 口 村 －
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◇明治の合併前後の野口村
旧御前山村の野口地区は、江戸時代には野口村、

の ぐち

大畑（畠）村、野口
おお はた の ぐち

平
たいら

村、門井村の４村に分かれて
かど い

いました。このうち大畑村は天保１３年（１８４２）に野
口村に合併し、その後、野口・野口平・門井の各村
は現在は大字となっています。『那珂郡郷土史』によ
れば、野口村は一説に「野州」（栃木県）の「入口」
にあたる意が村名の由来となっていると言われま
す。また、野口平村は中世に野口村から分離し、村
内にあった広大な平地にちなんで「野口平」と名付
けられたとされます。門井村はかつては「大井村」
であったとされ、その由来は村内にある井戸（現存）
であるといわれています。門井村の鎮守鹿島神社も
かつては「大井神社」でしたが、元禄４年（１６９１）
２代藩主光圀により鹿島神社に改められ、「大井」の
名称を残すものは失われてしまいました。
明治５年（１８７２）に町村を超えた広域行政区（当

初は戸籍区）である大区小区制が施行されると、３
村はそろって第１１大区１小区に、翌年の改正で第４
大区６小区になりました。しかし、統一的な整備が
進まず、大区小区制は廃止されました。替わって明
治１１年に郡区町村編制法が公布されると、小規模町
村は連合村の形態をとりました。同年に野口村は三
美村外一か村連合に、門井・野口平村は国長村外四
か村連合になります。同１７年の改正後は３村すべて
野口村外四か村連合に属しました。
このような流れの中で明治２２年（１８８９）、市制町村
制が公布されました。明治の合併の始まりです。こ
れにより野口村・野口平村・門井村が合併し、新た
な野口村が発足しました。役場は野口２０８４番地（現
在の野口地区センター）に置かれました。明治３４年
からはかつての水戸藩郷校時雍館の建物を改造して

じ よう かん

使用したと言われています（『御前山村郷土誌』）。時
雍館は元治元年（１８６４）、諸生派に与する寺門登一郎

くみ

が指揮する一隊によって放火されており、このとき
残った建物が使用されたのでしょう。明治３８年の
「野口村事蹟簿」（御前山村役場№２２）によれば、当
時の役場の住所は当初の場所のままになっており、
時雍館建物の一部を役場に移築して使用したものと
思われます。
戦後、昭和２５年には同じ場所に２階建ての庁舎が

新築され、更に昭和５５年に現在の御前山支所の場所
に建てられました。初代村長は、幕末期に野口村庄
屋を務めた関沢源次衛門克明の次男長次郎が就任し
ました。

◇野口村事蹟簿
「事蹟簿」とは明治後半から太平洋戦争期に至るま
で毎年村ごとに作成されたもので、村の人口や産
物、産業についての記録です。野口村には明治３８年
から昭和１８年までの１５冊の事蹟簿があります。明治
３８年の事蹟簿では「旧蹟」の項に「本村古史ニ至大
ノ関係アル」として蓮覚寺（廃寺）をあげています。

れん がく じ

蓮覚寺はもともと時雍館が建てられた場所（現常陸
大宮市教育支援センター）にありました。佐伯神社
の別当寺として空海が開創したという伝承があり、
空海が佐伯氏の出身であったことが神社の名の由来
となったことを紹介しています。

◇昭和の合併
昭和２８年に公布された町村合併促進法により、町

村規模の適正化（人口８，０００人）を図るため、野口村
は翌年６月に町村合併調査会を開催、１１月に伊勢畑
村との合併協議会を設置し、那珂郡野口村と東茨城
郡伊勢畑村との間に第一次の合併が成立、昭和３０年
２月１日御前山村が誕生しました。この合併によ
り、戸数１，２００戸、人口５，４００人余の村となりました
が、それでも適正規模には届かず、続いて西に隣接
する長倉村との合併案が持ち上がりました。昭和３１
年４月に合併促進協議会が発足、９月２９日に合併が
成立し、新たな御前山村が誕生しました。
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